
Ｒｐ 薬剤名 投与量 投与方法 投与時間 コメント
投与日

（Ｄａｙ１・Ｄａｙ８等）

Ｒｐ１
リツキシマブ注

生食
３７５ｍｇ/ｍ

２

1000ｍＬ
Ｄｉｖ

Ｄａｙ２
３時間以上で

ﾘﾂｷｼﾏﾌﾞの
濃度を1mg/ml

に調整

Ｒｐ２
カロナール錠500mg
ポララミン錠2ｍｇ

１錠/body
３錠/body

Ｐ．Ｏ
Ｄａｙ２ ﾘﾂｷｼﾏﾌﾞ投与

３０分前に

Ｒｐ３ アロキシバッグ 0.75mg/50ml Ｄｉｖ
Ｄａｙ１
10分で

Ｒｐ４
アプレピタントカプセル125mg
アプレピタントカプセル80mg

125mg
80mg

Ｐ．Ｏ
Day1

Day2～3

Ｒｐ５
トレアキシン点滴静注用

蒸留水
生食

１２０ｍｇ/ｍ２

２５０ｍＬ
Ｄｉｖ

Ｄａｙ１・２
１時間で

１V当たり40ml
の蒸留水で
溶解後生食

全量250mlに調整

Ｒｐ６ 生食 ２０ｍＬ ｉｖ
Ｄａｙ１・２
緩徐に

※実際に処方するように前投薬、輸液、ルート、時間、投与方法、コメント等を記載して下さい

※抗癌剤投与量はmg/m2,AUCで記載して下さい

JCHO南海医療センター

注意）公開しているレジメンは一般的なものであり、患者個々の状態によって薬剤の投与量・投与ス
ケジュール等は変更される場合があります。

３週ごと(休薬19日間）
（高齢者４週ごと）

トレアキシン施行終了後19日間は休薬

がん種 レジメン名称

再発・難治性ＮＨＬ Ｒ－BENDA療法

総コース数
　寛解まで（１～２ｺｰｽで評価）

インターバルの日数
次のコースまでの標準期間


